
二
十
四
孝
の
研
究

ー
宋
・
遼
・
金
の
孝
子
図
と
『
孝
行
録
』
｜

汐：ト
オミ

:aニ
日

初
め
に

二
十
四
孝
は
中
国
古
孝
子
説
話
資
料
を
基
盤
と
し
て
生
ま
れ
た
二
十
四
話
の
孝
子
諌
の
総
称
で
、
孝
と
い
う
概
念
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資

料
で
あ
る
。
二
十
四
孝
を
研
究
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
は
、
孝
子
説
話
資
料
の
テ
キ
ス
ト
の
ほ
か
、
図
像
資
料
と
し
て
の
孝
子
図
が
あ
る
。

近
年
、
中
国
の
古
墓
に
頻
繁
に
孝
子
図
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
孝
子
図
を
解
読
し
、
図
像
を
通
し
て
二
十
四
孝
の
成
立
を
追
求
し
よ
う
と
す

る
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
貌
文
斌

・
師
彦
霊
・
唐
暁
軍
諸
氏
や
、
段
鵬
埼
氏
や
越
超
氏
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る

一。
し
か
し
、

二

十
四
孝
の
テ
キ
ス
ト
は
中
国
で
は
散
供
し
た
も
の
も
あ
り
、
む
し
ろ
日
本
に
造
存
し
て
い
て
、
そ
う
し
た
日
本
伝
存
資
料
と
近
年
発
見
さ
れ
つ

つ
あ
る
図
像
資
料
と
の
関
係
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
宋

・
遼

・
金
の
孝
子
図
を
整
理
し
た
上
で
、
孝
子
図
と
テ
キ
ス
ト
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
宋
・
遼
・
金
の
孝
子
図
と
元
の
至
正
六

（一

三
四
六
）
年
、
高
一腿
で
成
立
し
た
二
十
四
孝
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

244行
録
』
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
図
像

・
テ
キ
ス
ト
を

両
紬
と
し
て
、

二
十
四
孝
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
の
分
岐
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

15 



16 

最
近
、
黒
田
彰
氏
は
「
孝
子
伝
の
図
｜
宋
・
遼
・
金
を
中
心
と
す
る
｜
」
に
お
い
て
、
五
十

一
点
の
宋
・
遼
・
金
の
孝
子
図
を
挙
げ
ら
れ

た
一一
。
そ
の
中
で
二
十
四
人
全
員
が
揃
っ
た
も
の
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
番
号
は
氏
の
論
文
に
従
う
）
。

宋

2 3 4 

遼

・
金

5 6 7 8 9 1 
0 2 3 

E
1
1
4
 

Il 

5 

Il π以
｜
｜

1
ム
氏
U

m 

6 

河
南
林
県
城
関
宋
墓
．

消
防
北
宋
張
君
装
画
象
石
特
例

殻
県
丙
村
宋
代
石
棺
μ

山
西
瀦
城
県
北
関
宋
代
駆
蹴
墓
h

ハ

山
西
潟
城
永
柴
宮
旧
祉
濡
徳
沖
墓
七

国

1
1
4
8
山
西
長
子
県
石
哲
金
代
壁
画
墓
八

m 

5 

山
西
永
済
金
代
貞
元
元
年
青
石
棺
九

山
西
長
治
安
昌
金
墓
十

皿
｜

2
2
b
『
甘
粛
宋
元
画
像
瓢
』
所
収
画
象
瓢

t

m 

9 

皿
ー

2
2
c
清
水
電
峡
金
墓
一
等
二
十
四
孝
図
十
一

Eー

2
3

Eー

2
4

E
1
2
6
 山
西
稜
山
金
慈
一
馬
村
M
4＋

山
西
新
鮮
南
沼
庄
金
基
十
内

山
西
め
県
金
代
前
澗
縦
装
十五

二
十
四
人
の
孝
子
が
硲
認
さ
れ
る
の
は
十
三
点
で
あ
る
。
こ
の
十
三
点
の
中
で
更
に
梯
題
も
ほ
ぼ
揃
っ
た
の
は
2
・
3
・
5
・
6
・
7
・
8
・

l
o－
－

2
・
1
3
の
九
点
で
あ
る
。

1
0
は
調
査
報
告
に
不
明
な
点
が
多
く
、

1
2
は
織
問
題
が
剥
落
し
、
今
回
対
象
外
と
す
る
。
ま
た

7
に



つ
い
て
は
後
述
す
る
。

よ
っ
て
2
・
3
・
5
・
6
・
8
・
1
3を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
刻
ま
れ
た
孝
子
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
（
配
列
は
順
不
同
）
。

大
舜

郭
巨

陸
績

曹
蛾

丁
関

劉
明
達

王
武
子
委

関
子
損

白色
Eヨ

参

孟
宗

劉
股

王
祥

萎
詩

奈
順

老
莱
子

董
永

元
覚

魯
義
姑

楊
香

飽
山

イ白
聡

田
真

越
孝
宗

炎リ
子

次
に
『
孝
行
録
』
（
南
葵
文
庫
本
に
よ
る
。
前
賛
章
の
み
）

の
二
十
四
孝
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
大
舜

2
老
莱
子

1

0
萎
詩

1

2
陸
績

5
関
子
損

9
王
祥

1
1
察
順

3
郭
巨

6
曽
参

7
孟
宗

8
劉
殿

4
董
永

1
3
王
武
子

1

9
魯
義
姑

絢
山

2

0
趨
孝
宗

1
4
曹
蛾

1

6
劉
明
達

1
7
元
覚

1

5
丁
繭

1
8
田
真

2
2伯
稔

2

3
刻
子

2

4
楊
香

二
十
四
孝
図
と
『
孝
行
録
』
の
二
十
四
孝
を
比
較
す
る
と
、
過
不
足
な
く
、

一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
前
掲
資
料
1
1

E
1
2
3
 

山
西
稜
山
金
墓
馬
村
M

4
は
「
自
有
編
号
、
自
東
辺
南
端
逆
時
針
方
向
順
序
排
列
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
孝
子
に
番
号
が
振
ら

れ土ハ、

そ
の
順
番
は
黒
田
氏
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
」
の
中
は
梼
題
で
あ
る
。

「
こ
大
舜

コ
ニ
」
刻
子

「
八
」
楊
香

「
四
」
曹
蛾

「
五
」
郭
巨

「
六
」
王
祥

「
七
」
劉
殿

「
一
ご
萎
詩

「
九
」
「
越
孝
宗
」

「
十
」
魯
義
姑

「
十
四
」
田
真

「
十
五
」
「
丁
蘭
」

「
十
二
」
董
永

「
十
コ
こ
絢
山

「
十
ご
関
子
損

「
十
六
」
孟
宗

「
二
十
こ
元
党

「
二
十
二
」
曽
参

「
十
七
」
老
莱
子

「
十
八
」
陸
綴

「
十
九
」
伯
漁

「
二
十
」
王
武
子

二十四孝の研究

「
二
十
三
」
劉
明
達

「
二
十
四
」
蒸
順

「
ご
大
舜
の
ほ
か
、
「
十
五
」
「
丁
繭
」
は
『
孝
行
録
』
の
番
号
、
孝
子
名
と

一
致
す
る
。

『
孝
行
録
』
は
、
元
・
至
正
六
〈
一
三
四
六
）
年
、
一
回
向
麗
の
権
準
が
工
人
に
描
か
せ
た
二
十
四
孝
図
に
、
李
斉
賢
が
賛
（
前
賛
）
を
付
し
、

17 

更
に
権
準
の
父
で
あ
る
権
鴻
が
三
十
八
条
（
後
賛
も
あ
り
）
を
追
加
し
、
即
ち
前
賛
章
二
十
四
、
後
賛
章
三
十
八
、
計
六
十
二
条
か
ら
な
る
書

物
で
あ
る
。
李
斉
賢
の
序
に
「
嘗
命
工
人
画
二
十
四
孝
図
」
と
記
し
、
図
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
図
は
現
存
し
な
い
。
『
孝
行
録
h
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（
前
賛
意
）
に
記
さ
れ
た
孝
子
名
と
宋

・
遼
・
金
の
孝
子
図
に
描
か
れ
た
孝
子
名
と
一
致
す
る
こ
と
は
両
者
に
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

改
め
て
前
掲
十
四
点
の
二
十
四
孝
図
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
2
（
原
図
の
拓
本
に
後
檎
が
な
い
て

3
（
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
て

7
（
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
て

9
（
資
料
に
不
明
点
が
多
い
）
を
除
け
ば
、
四
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
単
純
な
場
面
構
成
の
も
の
。
例
え
ば
6
・
I
l
－
－

2
・
1
3
で
あ
る
。

（二
）
複
雑
な
場
面
構
成
の
も
の
。
例
え
ば
5
で
あ
る
。

（
三
）
単
純
な
も
の
と
複
雑
な
も
の
が
混
合
す
る
も
の
。

例
え
ば
1
・
1
0
で
あ
る
。

（
四
）
（
一
）
の
画
面
を
更
に
単
純
化
し
た
も
の
。
例
え
ば
4
・
8
で
あ
る
。

し
か
し
、
（
一
）
と
（
二
）
と
の
相
違
は
描
か
れ
た
人
物
が
一
人
少
な
い
か
多
い
か
、
或
い
は
画
面
の
構
成
が
単
純
で
あ
る
か
複
雑
で
あ
る

か
の
程
度
で
、
物
語
り
の
根
本
的
な
部
分
は
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。
老
双
子
図
と
丁
関
図
を
例
に
す
れ
ば
、
（一）

で
は
、
老
莱
子
図
に
は
老
茶

子
と
父
母
の
み
が
描
か
れ
て
、
丁
関
図
に
は
丁
闘
と
母
の
み
が
描
か
れ
る
と
い
う
単
純
な
図
像
で
あ
る
。
（
二
）

で
は
、
老
来
子
図
に
〈
一
）

に
描
か
れ
た
人
物
の
他
に
侍
人
が
増
え
、
丁
蘭
図
に
（
一
）

の
他
に
丁
闘
の
委
が
登
場
し
、
図
像
が
（
一
）

よ
り
複
雑
で
あ
る
。
（
三
）

で
は

老
来
子
図
が
（
一
）
の
構
成
を
取
り
、
丁
蘭
図
が
（
ニ
）

の
構
成
を
取
る
な
ど
、

二
十
四
孝
関
全
体
に
お
い
て
、
（
一
）
と

（
ニ
）
と
が
混
同

し
て
い
る
。
（
四
〉

で
は
、
老
来
子
図
で
親
が
一
人
し
か
描
か
れ
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
他
の
孝
子
図
も
子
一

人
・

親
一

人
の
形
に
な
り
、
極

め
て
単
純
な
構
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
（
一
）
か
ら
（
四
）
ま
で
の
い
ず
れ
も
図
像
の
表
現
す
る
孝
子
護
は
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
。
即
ち
宋
・

遼

・
金
の
二
十
四
孝
図
は
図
柄
の
細
か
い
変
化
が
あ
る
が
、
物
語
の
基
本
的
部
分
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
（
一
）
と
（
二
）
は
共
に
山
西
に

あ
る
た
め
、
地
域
的
な
区
別
も
見
ら
れ
な
い
十
七
O

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
は
一
一
種
類
、
或
い
は
関
係
の
近
い
二
種
類
の
粉
本
に
基
づ

い
て
出

来
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
『
孝
行
録
』
（
前
賛
章
）
に
は
工
人
が
描
い
た
二
十
四
孝
図
が
あ
っ
た
。
『
孝
行
録
』
（
前
賛
章
）
に
示
さ
れ
る
孝
子
名
が
宋

・
遼

・
金



の
二
十
四
孝
図
と
関
係
を
も
つ
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
工
人
が
二
十
四
孝
図
を
描
く
と
き
、
あ
る
種
の
粉
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
、
中
国
に
お
い
て
、
宋

・
遼

・
金
の
古
墓
よ
り
発
見
さ
れ
た
孝
子
図
の
説
明
は
大
略
以
下
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
て
き
た
。

ー
、
古
孝
子
説
話
資
料
を
用
い
て
説
明
す
る
。
例
え
ば
「
重
慶
井
口
宋
墓
整
理
簡
報
」
、
「
嵩
県
北
元
村
宋
代
壁
画
纂
」
、
「
関
子
H

孝
子
関

損
H

和
H

孝
孫
原
穀
H

」
な
ど
が
あ
り
＋八
、
越
超
氏
前
掲
論
文
も
古
孝
子
説
話
資
料
を
用
い
て
孝
子
図
を
説
明
し
て
い
る
。

2
、
賠
突
に
元
の
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
と
結
び
つ
け
る
。
例
え
ば
「
洛
陽
出
土
北
宋
画
象
石
棺
」
、
「
紫
陽
司
村
宋
代
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」

の
よ
う
に
、
忽
ち
孝
子
図
を
元
代
の
二
十
四
孝
（
著
者
に
つ
い
て
前
者
は
郭
守
正
と
し
、
後
者
は
郭
居
敬
と
す
る
）
と
結
び
つ
け
る
十九
O

3
、
古
孝
子
説
話
資
料
と
二
十
四
孝
資
料
と
を
混
同
し
て
孝
子
図
を
説
明
す
る
。
例
え
ば

「甘
粛
臨
夏
金
代
瓢
離
墓
」
＋
、
前
掲
貌
文
斌

・

師
彦
実

・
唐
暁
箪
氏
論
文
、
段
鵬
埼
氏
論
文
の
よ
う
に
古
孝
子
説
話
資
料
と
二
十
四
孝
と
を
区
別
せ
ず
に
用
い
て
孝
子
図
を
説
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、

二
十
四
孝
早
期
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
孝
行
録
』
（
前
賛
章
）
を
用
い
て
、
宋

・
遼

・
金
の
孝
子
図
を
説
明
す
る
論
文
は
全
く

な
い
が
、
前
常
で
の
検
討
の
ご
と
く
、
『
孝
行
録
』
（
前
賛
・
章
）
と
宋

・
遼

・
金
の
孝
子
図
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
、
宋

・
遼

・
金
の
孝
子

ニ ト四ギ：の研究

附
を
説
明
す
る
際
ま
ず

『苧
行
録
』
を
配
雌
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、

二
つ
の
こ
と
を
考
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一つ
は
、
宋

・
遼

・
金
の
孝
子
図
は
そ
れ
以
前
の
孝
子
図
と
区
別
し
、

二

十
四
孝
図
と
し
て
、
二
十
四
孝
資
料
を
用
い
て
解
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
二
十
四
孝
資
料
の
中
で
特
に
『
孝
行

録
』
（
前
賛
章
）
を
用
い
て
宋

・
遼

・
金
の
孝
子
図
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

19 

孝
子
関
は
既
に
後
淡
時
代
か
ら
存
・
任
し
て
い
た
。
し
か
し
、
後
漢

・
北
貌
を
中
心
と
す
る
孝
子
図
と
宋

・
遼

・
金
を
中
心
と
す
る
孝
子
図
を

比
較
す
る
と
、
ま
ず
大
幅
な
孝
子
凶
に
お
け
る
孝
子
名
の
人
れ
答
わ
り
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
漢
・
北
貌
に
現
れ
た
別
渠

・
三
州
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義
士
・
朱
明

・
王
巨
尉
・
伯
奇
・
輩
賭
・
申
生
・
申
明
・
李
善
・
羊
公
・
東
帰
節
女

・
眉
間
尺

・
慈
鳥
な
ど
は
宋
・
遼
・
金
の
孝
子
図
に
見
え

な
い
。
逆
に
宋
・
遼

・
金
の
孝
子
凶
に
現
れ
た
孟
宗
・
劉
段
・
王
祥
・
萎
詩
・
陸
続
・
王
武
子
委
・
曹
蛾
・
劉
明
達
・
田
真
・
旭
堂
宗
・
絢
山
・

剣
子

・
楊
香
な
ど
は
後
漢
・
北
貌
の
孝
子
図
に
見
え
な
い
。

一
方
、
王
武
子
妻
・
劉
明
達
は
敦
燈
変
文
に
し
か
見
え
ず
、
唐
以
前
の
孝
子
図
や

孝
子
説
話
資
料
に
は
見
え
な
い
孝
子
で
あ
る
：
十
O

ま
た
、
刻
下
（
即
ち
版
下
）
の
話
は
、
『
孝
子
政
経
』
〈
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
三
）
ゃ
『
朕

子
経
』
（
『
法
苑
珠
林
』
巻
四
十
九
）
な
ど
と
し
て
、
仏
教
経
典
の
形
式
を
と
っ
て
い
た
が
、
敦
燈
変
文
系
断
M
M
間
伯
三
五
三
六
や
丁
蘭
本
『
父

母
恩
重
経
』
で
は
政
子
は
「
閃
子
」
の
形
で
、
寸
前
・
郭
巨
な
ど
と

一
緒
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
事
森
』
（
伯
三
五
三
六
）
は
以
下
の
よ
う
で
あ

る。
閃
下
者
、
嘉
夷
閉
人
也
。
父
母
年
老
、
並
皆
盲
版
。
閃
子
長
タ
侍
養
無
断
、
常
者
鹿
口
口
口
衣
、
与
鹿
為
伴
、
除
胤
取
水
、
在
鹿
群
中
、

時
過
園
（
以
下
欠
落
）

こ
の
現
象
に
つ
い
て
、
程
毅
中
氏
は
重
要
な
指
摘
を
さ
れ
た
．．
 
十
O

伯
三
五
三
六
巻
的
故
事
只
摘
取
了
経
文
中
的
一
段
，

H

閃
H

与
H

M
収
ρ

回疋
立口
諜
不
問
；
迦
夷
国
的
用
原
名
只
是
用
H

嘉
H

｛
子
代
替
μ
迦
H

字
。
（
中
略
）
伯
三
五
三
六
巻
中
H

関
H

｛子宮
J

作
H

閃
H

還
是
武
氏
造
的
新
字
。
｛
じ
錐
然
写
於
開
元
二
十
三
年
（
7
3
5
）
之
後
，
但

恐
伯
也
不
致
太
晩
。

す
な
わ
ち
『
新
唐
書
』
巻
七
十
六
に
記
さ
れ
る
武
則
天
が
作
っ
た
十
二
字
の
中
の
「
閤
」
を
も
っ
伯
三
五
三
六
は
、
武
則
天
以
降
の
成
立
と

見
ら
れ
、
剣
子
が
他
の
孝
子
と
共
に
語
ら
れ
は
じ
め
る
の
も
唐
以
降
の
こ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
越
孝
宗
は
本
来
「
越
孝
」
（
『
東
観
漢
記
』
）
と
あ
る
が
、
『
類
林
雑
説
』
巻
三
に
「
越
孝
宗
」
と
あ
り
、
協
問
題
に
「
越
孝
宗
」
と
記
さ
れ

る
の
は
唐
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う

．十・
0

そ
も
そ
も
「
二
十
四
孝
」
と
い
う
言
葉
の
現
存
初
見
資
料
は
周
知
の
よ
う
に
「
故
円
錐
大
師
二
十
四

孝
押
座
文
」
で
あ
る

2
2
こ
こ
に
は
こ
十
四
人
が
揃
っ
て
い
な
い
が
、
舜
・
王
祥

・
慈
鳥
・
鴻
腐
・
郭
巨

・
老
一
点
子
・
孟
宗
・
呉
猛
（
黄
香
）
・

回
百
六
な
ど
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
孝
子
説
話
資
料
を
基
般
に
し
て
、
数
爆
変
文
の
時
期
に
、
古
孝
子
伝
に
代
わ
っ
て
、
二
十
四
孝
が



成
立
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
漢
か
ら
宋
・
遼
・
金
ま
で
に
、
孝
子
図
に
起
こ
っ
た
変
化
は
孝
子
名
の
入
れ
替
わ
り
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
孝
子
の
図
で
も
務
題
や
図
像

に
変
化
が
あ
る
。
梼
題
に
変
化
が
あ
る
代
表
的
な
孝
子
は
元
覚
で
あ
る
。
元
党
図
に
は
後
漢
武
氏
洞
画
像
石
に
は
「
孝
孫
」
「
孝
孫
父
」
「
孝
孫

祖
父
」
、
開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
像
石
に
は
「
原
穀
親
父
、
「
孝
孫
原
穀
」、
「原
穀
泰
父
」
、
後
漢
楽
浪
彩
態
に
は

「孝
孫
、

ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
美
術
館
蔵
北
貌
石
棺
に
は
「
孝
孫
棄
父
深
山
」
、
の
・
づ
「
0
0

旧
蔵
北
貌
石
柑
に
は
「
孝
孫
父
不
孝
」

「孝
孫
父
程
遠
家
」
、
上
海
博
物
館
蔵
北

貌
石
林
に
は
「
孝
孫
原
穀
」
、
和
林
格
爾
後
漢
・壁
画
墓
に
は
「
孝
孫
父
」
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
務
泌
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

後
漢
・
六
朝
時
代
の
も
の
で
あ
る
：十
五
。
と
こ
ろ
が
、
宋

・
遼

・
令
の
孝
子
凶
で
は
E
l
l
洛
陽
出
土
北
宋
函
象
石
棺
を
初
め
、
す
べ
て

覚
」
と
記
す
。
こ
れ
は
敦
燈
本
句
道
興

『般
例
記
』
に

つ
応
党
」
と
作
る
こ
と
と

一
致
す
る

1
ハ
O

即
ち
、
震
以
降

「原
穀
」
は

「
元
覚
」
に
「
一冗

変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
後
漢
か
ら
宋

・
遼

・
金
ま
で
、
同
じ
孝
子
で
も
謄
を
墳
に
図
像
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
両
者
共
通
の
孝
子
は
舜
・
老
来
子

・
郭
巨

・

輩、氷

・
関
子
損
・
曾
参

・
姦
順
・
丁
磁
・
元
覚
（
原
穀
）
・
義
姑

・
伯
識
で
あ
る
が
、
図
像
の
変
遷
は
そ
の
殆
ど
の
孝
子
図
に
見
ら
れ
る
。
舜

に
つ
い
て
は
、
後
漢
・
六
朝
時
代
に
様
々
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
寧
夏
岡
原
北
刻
基
漆
棺
画
に
は

「舜
後
母
将
火
焼
屋
慾
葬
時
」、

〈
官

u
v

「
使
舜
逃
井
瀧
徳
金
銭

一
枚
銭
賜
石
田
時
」
、
「
舜
徳
急
従
東
家
井
里
出
去
」
、
「舜
父
開
萌
去
」
、
「
舜
後
母
負
苔
互
易
市
上
売
」、

「舜
奉
話
音
」、

「応
直
米

一
斗
倍
徳
二
十
」
、
「
舜
母
父
欲
徳
見
舜
」、
「市
上
相
見
」
、
「
舜
父
共
舜
語
、

「父
明
即
閣
時
」
と
い
う
十

一
の
場
面
が
あ
る
。

し
か

二十四孝の研究

し
宋
・
遼
・
金
の
舜
図
は
殆
ど
摩
山
で
象
と
耕
す
場
面
の
み
で
、
し
か
も
象
は
後
漢

・
六
朝
の
舜
図
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
敦

爆
変
文
の
影
轡
で
あ
る
ニ十七
。
老
来
子
図
で
は
、
後
漢

・
六
朝
時
代
に
升
歌
図
と
献
酒
図
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
宋

・
遼

・
金
に
両
者
が
混
同

し
た
形
で
一

枚
の
図
に
収
ま
っ
た
二十
八
。
郭
巨
図
も
子
を
埋
め
る
場
面
だ
け
が
残
り
、
輩
、
氷
図
は
父
親
が
図
面
か
ら
消
え
、
仙
女
と
の
場
面
が

メ
イ
ン
と
な
っ
た
。
丁
蘭
図
に
は
丁
蘭
が
対
面
す
る
の
は
母
の
み
か
ら
父
母
と
な
り
、
委
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ十
九
。
関
損
図
で
は
父
が
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乗
っ
て
い
た
車
が
無
く
な
る
。
曾
参
は
武
氏
洞
画
像
石
に
描
か
れ
た
「
曾
母
投
符
」
の
内
容
が
脱
落
し
、
母
の
帰
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
に
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感
応
し
た
曾
参
が
帰
宅
し
た
様
子
を
描
い
て
い
る
。
察
順
は
寧
夏
国
原
北
貌
纂
漆
持
函
に
描
か
れ
た
「
東
家
失
火
薬
順
伏
身
宮
上
」
と
い
う
場

面
が
な
く
な
り
、
賊
に
向
か
い
合
う
禁
順
が
描
か
れ
て
い
る
。
魯
義
姑
図
で
は
馬
車
に
乗
っ
て
い
た
斉
将
軍
が
脱
落
し
た
。
元
覚
図
も
祖
父
を

山
に
送
っ
た
凶
が
無
く
な
り
、
恕
を
持
っ
て
い
る
図
像
の
み
と
な
っ
た
。
伯
聡
図
で
は
伯
磁
が
背
負
っ
た
剣
が
無
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
他

の
孝
子
図
で
も
舜
と
同
織
に
、

二
つ
以
上
の
図
像
は

一
つ
に
単

一
化
さ
れ
た
。
即
ち
、
様
々
な
内
容
の
孝
子
伝
が
敦
爆
変
文
を
経
由
し
て
、

二

十
四
孝
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
川
点
で
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
が
単
純
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
孝
子
図
も
変
遷
し
た
の
で
あ
る
。
宋

・
遼

・
金
の

孝
子
図
も
既
に
二
十
四
孝
が
成
立
し
た
あ
と
の
孝
子
図
で
あ
り
、

古
孝
子
説
話
資
料
を
用
い
て
解
釈
す
べ
き
で
は
な
く
、

二
十
四
孝
資
料
を
用

い
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
十
O

次
に
、

二
十
四
孝
資
料
に
は
三
系
統
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

．＋
o

（
一
）
孝
行
録
系

（
二
）
日
記
故
事
系

（
三
）
全
相
二
十
四
孝
詩
選
系

孝
行
録
系
が
収
録
し
た
孝
子
は
前
掲
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
日
記
故
事
系
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
万
暦
三
十
九
年
版
巻
頭
の
二
十
四
孝
に

よ
る
）
。ー
大
舜

2
漢
文
帝

3
曲
目参

4
関
損

1
1
 

R
U
M門
叶
仕

6
輩
、
氷

7
剣
子

8
江
草

9
陸
績

1
0唐
夫
人

1
1
呉
猛

1
2
郭
巨

1
3老
来
子

1

4
楊
香

1

5
朱
寿
畠

1
6王
内
訳

1
7
了
蘭

1
8
孟
宗

1
9萎
詩

2
0
王
祥

2
1
庚
勲
婁

2
2
黄
香

2
3奈
順

2
4黄
山
谷

全
相
二
十
四
孝
詩
選
系
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
龍
谷
大
学
蔵
本
に
よ
る
）
。

ー
大
舜

2
漢
文
帝

3
了
蘭

4
孟
宗

5
関
損

6
曽
参

7
王
祥

8
老
京
子

9
萎
詩

1
0黄
山
谷

1
1唐
夫
人

1
2
楊
香

1
3輩
、
氷

1

4
黄
番

1

5
王
伝

1
6郭
巨

1
7朱
寿
昌

1
8剣
子

1
9察
順

2
0威
黙
婁

2
1
呉
猛



2
3
田
真

2
4陵
績

2
2
張

孝

張

礼

（

2
5）
伯
聡

三
系
統
に
は
収
録
さ
れ
る
孝
子
の
入
れ
替
え
が
生
じ
て
い
る
。
日
記
故
卓
と
全
相
二
十
四
孝
詩
選
に
共
通
し
て
存
在
し
、
孝
行
録
（
前
賛
意
）

に
見
ら
れ
な
い
孝
子
は
、
漢
文
帯

・
黄
山
谷

・
唐
夫
人
・
朱
寿
昌
・
庚
黙
婁
・
黄
香

・
王
袋

・
呉
猛
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
黄
山
谷

・
唐
夫
人
・

朱
寿
昌
は
宋
の
人
で
あ
り
、
宋
・
遼
・
金
の
二
十
四
孝
図
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

『
孝
行
録
』
（
前
賛
章
）
と
『
日
記
故
事
』
・
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
で
は
、
そ
の
記
述
が
異
な
る
部
分
が
多
い
が
、
剣
子
を
例
と
す
れ
ば
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

談
子
入
鹿

談
子
、
迦
夷
国
人
也
。
父
母
年
老
、
蛇
患
双
目
。
淡
子
衣
・
脱
皮
、
人
併
脱
之
中
、
将
取
乳
以
供
二
親
。
遇
国
王
出
狩
、
中
箭
哀
呼
、
目
、

王
今
一
箭
殺
三
道
人
。
王
問
其
散
。
日
、
我
巳
死
、
而
両
親
倶
死
失
。
父
母
聞
之
働
央
。
王
遂
引
至
屍
所
。
父
母
抱
屍
大
m
犬
、
振
動
天
｛
呂
。

天
帝
吹
薬
入
口
、
談
子
得
蘇
。

（
『
孝
行
録
』
（
南
葵
本
）
）

鹿
乳
奉
親

剣
子
性
至
孝
、
父
母
年
老
、
倶
患
双
眼
、
思
食
鹿
乳
。
剣
子
乃
衣
鹿
皮
、
去
深
山
、
入
鹿
群
之
中
、
鹿
乳
供
親
、
狩
者
見
而
欲
射
之
。
刻

子
具
以
情
告
、
乃
免
。

（
『
日
記
故
事
』
〈
万
暦
三
十
九
年
版
）
）

剣
子

二十四孝の研究

剣
子
父
母
年
老
、
倶
患
双
目
、
思
食
鹿
乳
、
剣
子
衣
鹿
皮
、
入
・
腿
昨
之
中
、
以
取
鹿
乳
。
狩
者
見
、
欲
射
之
。
告
訴
。
乃
免
。

（
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
（
龍
大
本
）
）

こ
れ
ら
の
三
積
を
比
較
す
る
と
、
「
中
箭
」
（
矢
に
中
る
）
と
す
る
の
は
『
孝
行
録
』
の
み
で
あ
り
、
『
日
記
故
事
』

・
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
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に
は
実
際
に
矢
に
発
射
さ
れ
て
い
な
い
。
宋

・
遼
・
金
の
孝
子
図
に
は
、
前
回
向
後
陽
司
村
宋
代
壁
問
、
詣
県
北
元
村
宋
代
壁
画
器
、
山
西
灘
城

県
北
関
宋
代
瓢
雛
墓
、
清
水
電
峡
金
纂
及
び
河
南
洛
寧
北
宋
楽
重
進
画
像
石
結
＝千二
な
ど
で
は
剣
子
が
矢
に
刺
さ
れ
た
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
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よ
っ
て
、
宋

・
遼

・
金
の
二
十
四
孝
図
は
『
孝
行
録
』

（
前
賛
章
）
で
解
釈
す
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

」
こ
で
先
に
検
討
を
保
留
し
た
7

m 

5 

山
西
永
済
金
代
貞
元
元
年
背
石
村

（
金
貞
元
元
（
二
五
一ニ
）
年
）

の
二
十
四
孝
図
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
、
二
十
三
人
が
『
孝
行
録
』
（
前
賛
章
）
と

一
致
す
る
が
、
1
2
陸
績
を
欠
き
、
代
わ
っ
て

「
王
怖
」
と
い
う
梼

題
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
王
怖
」
図
の
内
容
は
、
「
左
上
雲
端

一
雷
公
、
右
下

一
人
伏
地
作
守
護
之
状
」
と
説
明
さ
れ
、
黒
田
氏
は

前
掲
論
文
に
こ
の
図
像
を
「
王
卑
」
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
、
「
王
怖
」
は
「
正
反
」
の
宛
字
と
さ
れ
る
。
こ
の
王
京
は

『
孝
行
録
』
系
に

見
え
ず
、
『
U
記
故
ギ
』
系
1
6
・
『令
相
．． 

卜
四
孝
山
内
選
』
系
1
5
に
品
質
問
倒
す
る
孝
ず
で
あ
る
。
．
£
ハ
ハ
認
は
ど
う
し
て
宋
・
遼
・
金
の
孝
子
図
に

現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
禁
順
と
の
関
連
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
3

皿

9 

輩
県
西
村
宋
代
石
棺
で
は
、
「
察
順
伯
雷
」
が
見
え
る
。
王
京
語
と
奈
順

護
を
調
べ
る
と
、

敦
燈
類
書
『
蔵
金
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

田氏雷
：
王
褒
・

奈
順
母
並
田
氏
宙
若
天
雨
宮
振
一
銭
即
奔
往
綾
墳
突
：
児
此
在
ー・
児
此
在
！
願
娘
莫
他
。

ま
た
、
『
太
平
御
覧
』
巻
十
三
、
」大部

・
弔
問
に
も
、
E
ぃ
以
と
茶
順
を
同
類
の
説
話
と
し
て
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

普
寄
日
、
普
人
王
褒
母
生
時
国
民
富
。
袈
至
母
終
後
、
天
一町一回
搬
送
、
遠
纂
日
、
褒
在
此
、
袈
在
此
。

周
斐
汝
南
先
賢
伝
日
、
奈
順
母
平
生
畏
雷
。
自
亡
後
、
毎
有
雷
震
、
順
轍
環
塚
、
泣
日
、
順
在
此
。

山
西
永
済
金
代
貞
元
元
年
車
問
石
棺
図
に
王
怖
が
あ
る
の
は
、
輩
県
西
村
宋
代
石
樗
察
順
の
恰
雷
図
か
ら
変
遷
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
輩
県
西
村
宋
代
石
棺
に
し
て
も
、
山
西
永
済
令
代
貞
元
元
年
青
石
棺
に
し
て
も
、
北
方
で
あ
る
。
ま
た
、
梯
題
の
な
い
前
掲
4
m
l

『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
系
に
見
ら
れ
る
王
反
・
察
順
は
『
孝
行
録
』
系
の

山
西
瀦
城
県
北
関
宋
代
駈
雌
悲
に
は
『
日
記
岐
部
”
』
系

・

6 



曹
蛾
・
伯
検
・
王
武
氏
・
飽
山

・
元
覚
等
と
一
一
緒
に
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
『
孝
行
録
』
と
『
日
記
故
事
』
・
『
全
一
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
接
点
が

見
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
飽
山
図
と
江
革
図
の
問
題
で
あ
る
。
江
革
は
日
記
故
事
系
だ
け
存
在
す
る
孝
子
で
あ
る
。
そ
の
図
は

E
1
1
2

山
西
長
治
市

五
馬
村
宋
墓
、

E
1
1
4

山
西
壷
関
南
村
宋
代
甑
敵
墓
、

（一一）

山
西
聞
喜

遼
寧
鞍
山
市
狂
家
川
崎
遼
画
象
石
墓
、

ill 

1 

ill 

6 

県
金
代
瓢
雛
壁
画
墓
、

焦
作
電
廠
金
墓
、

E
l
鳥

鴛
峰
石
室
墓

．．
 
十三
、
前
掲
E
1
2
2
b

『
甘
粛
宋
元
画
像
瓢
』
所
収
画
像

E
1
1
8
 

羅
振
玉
氏
蔵
孝
子
烈
女
甑
等
に
見
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
孝
子
図
に
は
殆
ど
梼
題
が
な
い
。

の
よ
う
に
飽
山
図
と
江
革
図
と
区
別
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
細
山
諒
と
江
革
謬
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

瓢
及
、
び

E
i
羅

一
体
ど

飽
山
負
箆

飽
山
、
字
文
木
、
京
兆
人
也
。
養
母
至
孝
。
漢
末
大
荒
、
以
箆
負
母
、
送
法
南
秦
。
路
逢
群
賊
間
目
、
何
故
如
是
、
山
以
情
告
之
。
賊
相

謂
回
、
孝
子
也
。
与
絹
数
疋

（
『
孝
行
録
』
（
南
葵
本
）
）

行
傭
供
母

後
漢
江
革
少
失
父
、
濁
与
母
居
。
遭
乱
負
母
逃
難
、
数
遇
賊
、
或
欲
劫
将
去
。
革
轍
泣
告
、
有
老
母
在
。
賊
不
忍
殺
。
転
客
下
山
伸
、
貧
窮
～

裸
銑
行
備
以
供
母
。
便
身
之
物
、
莫
不
畢
給
。

（
『
日
記
故
事
』
（
万
暦
三
十
九
年
版
）
）

両
者
共
通
す
る
に
は
「
負
母
諦
」
で
あ
る
が
、
区
別
は
母
を
背
負
う
と
き
、
飽
山
に
は
箆
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

n
u
l
l
－ょっ
ρ

、
E
l
－
－
等
は

二十四孝の研究

飽
山
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

E
1
1
4
は
確
か
に
江
革
で
あ
る
。
だ
が
、

E
1
1
4
は
『
日
記
故
事
』
系
し
か
存
在
し
な
い
江
革

の
他
、
『
孝
行
録
』
系
に
し
か
見
ら
れ
な
い
劉
般
・
元
覚
・
暫
蛾
な
ど
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
孝
子
図
で
は
既
に
『
孝
行
録
』
系
の
絢
山
と

『
日
記
故
事
』
系
の
江
革
の
更
迭
が
見
ら
れ
た
。

橋
本
草
子
氏
は
「
『
詩
選
』
と
『
孝
行
録
』
に
、
直
接
の
影
響
関
係
は
無
く
、
当
時
、
中
国
全
土
に
わ
た
っ
て
広
ま
っ
て
い
た
『
補
注
蒙
求
』

25 

や
『
小
学
』
な
ど
の
児
童
教
育
用
の
誓
物
や
二
十
四
孝
図
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
両
審
も
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
、
或
い
は
「
元
末
か
ら
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明
の
万
燃
初
め
凶
ま
で
、
「
待
選
」
と
「
般
事
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
高
o

し
か
し
、

以
上
の
．． 

例
か
ら
、
改
め
て
て一
石
の
成
立
状
況
と
相
．
凡
の
関
連
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

結
び

上
述
の
よ
う
に
、
小
木

・
遼

・
令
の
孝
子
関
を
盤
恕
す
る
と
、

E
ー
ー
に

υ

浴
陽
北
宋
張
君
墓
画
象
石
棺
（
北
宋
崇
寧
五
（

一一

O
六）

年）、

3 

円
以

l
l
Q
d

唯
県
西
村
宋
代
石
崎
（
北
米
中
回
一和
七
（

二

一

五
）
年
）

の
よ
う
に
、
『
孝
行
録
』
（
前
賛
意
）
に
収
録
さ
れ
た
二
十
四
孝
と
一

致
す
る
も
の
が
十
二
世
紀
の
初
頭
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
で
は
、
『
孝
行
録
』
系
の
テ
キ
ス
ト
が
早
く
に
散
供

し
、
二
十
四
孝
の
成
立
が
考
証
さ
れ
ず
、
『
孝
行
録
』
を
用
い
て
宋

・
遼

・
金
の
孝
子
図
が
解
釈
さ
れ
る
と
と
が
な
か
っ
た
。
既
に
論
述
し
た

よ
う
に
、
唐
以
降
、
古
孝
子
説
話
資
料
か
ら
生
ま
れ
た
古
孝
子
伝
の
代
わ
り
に
二
十
四
孝
が
成
立
し
、
『
孝
行
録
』
が
そ
の
早
期
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
宋

・
遼

・
金
の
孝
子
図
を
解
釈
す
る
際
に
は
、
『
孝
行
録
』
を
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
二
十
四
孝
の
三
系
統
に
お
け
る
孝
下
の
異
同
は
、
王
ぃ
以
と
祭
順
、
飽
山
と
江
草
の
よ
う
に
、
既
に
宋
・
遼

・
金
の
孝
子
図
に
現
れ
て

い
る
O
E
－

－

5

山
西
永
済
金
代
貞
元
元
年
青
石
結
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
異
同
が
既
に
北
方
で
現
存
し
て
い
る
資
料
に
起
き
て
い
る

こ
と
も
分
か
る
。
よ
っ
て
、

三
系
統
の
成
立
及
び
刊
行
は
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
二
十
四
孝
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
異

な
る
三
系
統
成
立
の
問
題
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。



J王

ニ ト四等：の研究

説
文
斌

・
師
彦
霊
・
唐
暁
軍
氏
「
甘
粛
宋
金
基
H

二
十
四
孝
H

図
与
敦
州
法
主

『
孝
下
伝
』
（
『
救
爆
研
究』、

一
九
九
八
年
三
月
）
、
段
鵬
碕
氏

「我
国
古

悲
葬
中
発
現
的
孝
悌
図
像
」
（
『
中
国
考
古
学
論
叢
』
所
収
、
科
学
山
版
社
、
．
九
九
三
年
）
、
組
超
氏
「
山
西
査
関
南
村
宋
代
額
融
墓
額
脱
題
材
試
析
」
（
『
文

物
』、

一
九
九
八
年
第
五
期
〉
。

二

近
年
、
黒
田
彰
氏
は
孝
子
伝
図
を
中
心
に
検
討
し
、
「
孝
子
伝
の
図
｜
後
漢
、
北
鋭
を
中
心
と
す
る
l
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
三
四
、

一
九
九
九
年
三
月）、

「
唐
代
の
孝
子
伝
図
l
峡
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
培
式
缶
に
つ
い
て

l
」
（
『
京
都
語
文
』
六
、

ニ
0
00
年
十
月
〉
、

「孝
子
伝
の
図
l
宋

・
遼
・
金
を
中

心
と
す
る
！
」
（
『
京
都
語
文
』
七
、
二
O
O
一
年
五
月
）
が
あ
る
。
後
、

『孝
子
伝
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
社
、

ニ
O
O
一
年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

三

張
増
午
氏
「
河
南
林
県
関
城
宋
墓
清
理
簡
報
」
（
『
考
古
与
文
物
』

一
九
八
二
年
第
五
期
、
一
九
八
二
年
九
月
）
。
黒
田
氏
は
張
氏
論
文
で
比
定
さ
れ
た
孝
子

名
の
う
ち
、

「萎
肱
兄
弟
互
救
」
を
幽
孝
宗
に
、

「烏
鵜
反
哨
」
を
田
真
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
る
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
更
に
「
部
依
捨
子
」
を
劉
明
達
に
、
「
王
庭

竪
機
親
溺
器
」
を
義
帰
（
王
武
子
長
）
に
改
め
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

四
黄
明
繭

・
宮
大
中
氏

「洛
陽
北
宋
張
君
墓
画
象
石
棺
」
（
『
文
物
』

一
九
八
四
年
第
七
期
〉
、
『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
1
9
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
八
七
年
）
凶
版
六
二
．、

『巾
国
同
像
石
全
集
』
八
石
刻
線
阿
（
川
河
南
美
術
出
版
社
、

二
O
O
O年
）
図
版

一
八
七
l
一
九
O
。

五
常
県
文
物
管
理
所
・
鄭
州
市
文
物
工
作
隊
「
常
県
西
村
宋
代
石
棺
清
理
簡
報
」
（
『
中
原
文
物
』
一
九
八
八
年
第

一
期、

一
九
八
八
年
三
月
）

六
王
進
先
・
陳
宝
国
氏

「山
西
瀦
減
県
北
関
宋
代
剥
離
装
」
（
『
考
古
』
一
九
九
九
年
第
五
期
）
。

じ
山
内
行
文
物
mu即
委
員
会
、
山
州
行
考
古
研
究
所

「山
西
内
城
永
緩
ん
呂
旧
祉
宋
徳
方
、
滋
徳
沖
和

『呂
姐
』
基
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』

一
九
六

O
年
第
八

期、

一
九
六

O
年
卜
月
）
、
『中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
1
9
〈
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
図
版
七
一
。

八
山
西
省
考
古
研
究
所
晋
東
南
工
作
姑
「
山
内
長
子
県
石
哲
金
代
壁
画
墓
」
（
『
文
物
』

一
九
八
五
年
第
六
期
）
、
本
壁
画
は
山
西
め
源
県
正
中
村
金
大
定
八
年

パ
必
に
陥
か
れ
た
こ
卜
四
孝
則
凶
と
同
じ
と
さ
れ
る
が
、
後
省
は
い木見。

九
強
背
晋
氏
「
山
西
永
済
発
見
金
代
貞
元
一応
年
占
石
結
」
（『文
物
』
一

九
八
五
年
第
六
期
）
。

十
長
治
市
防
物
館
・
王
進
先
・
朱
暁
芳
氏

「山
間
長
治
安
田
間
金
基
」
（
『文
物
』
一

九
九
O
年
第
五
期
）
。

十

一

隙
属
生

・
陛
志
宏
氏
一
制

『け
府
米
A
凶
像
脱
』（
人
民
美
術
山
版
社
、

一
九
九
六
年
）。

十
二

前
掲
注

一
貌
文
斌
・
師
彦
露
・
店
脱
軍
氏
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
十
六
枚
孝
子
図
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
が
、
綻
繁

・
劉
平
に
つ
い
て
は
改
め
て

考
雌
す
る
必
要
が
あ
り
、
総
紫
は
組
孝
宗
、
劉
一半
は
科
義
州
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
掲
注
十

一
と
共
に
資
料
収
集
完
成
次
第
に
、

27 
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さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
が
あ
る
。

十
三

山
西
省
考
古
研
究
所
「
山
西
稜
山
金
基
発
掘
間
報
」
（『文
物
』

社
、

一
九
九
九
年
）
。

卜
内
山
西
省
考
古
研
究
所

「山
西
新
綿
南
泊
店
、
呉
街
庄
金
冗
忠
一発
婦
間
報
」
（
『文
物
』

九
八

l
三

O
七。

ト

五

向

山川
流

・
邦
海
林
氏

「山
西
必
以
発
現
金
代
蝋
雌
必
」
（「文
物
』
．
．
 0
0
0作
第
．
則
）
。

十
六
前
掲
十
三
『
平
陽
金
墓
甑
雛
』
。

十
七
山
川
掲
注
段
氏
論
文
で
は

「銀
子
選
葬
中
各
穏
．
4
同
組
合
的
二
十
四
苧
悌
人
物
放
事
的
実
際
存
在
和
紙
積
組
合
内
人
物
故
事
内
容
的
相
対
認
定
、
我
例

推
測
、
在
宋
金
時
期
、
橡
西

・
普
南
地
区
彼
可
能
流
伝
着
内
容
大
同
小
異
的
多
蒋
二
十
四
孝
悌
故
事
態
本
、
各
種
藍
本
流
伝
的
地
域
有
所
不
同
」
と
指
摘
し

た。

一
九
八
一一一
年
第

一
期）
、
山
西
省
考
古
研
究
所
『
平
陽
金
墓
頓
服
』
（
山
西
省
人
民
出
版

一
九
八
三
年
第

一
期
）
、
注
十
三
前
掲

『平
協
金
装
組
雌
』
凶
版
二

卜
八
重
鹿
市
博
物
館
歴
史
組

「重
鹿
井
口
宋
基
盤
理
間
報
」
〈『文
物
』

一
九
六
J

年
第
十

一
朋
）
、
格
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊

「誌
県
北
元
村
宋
代
壁
画
選
」

〈
『
中
原
文
物
』

一
九
八
七
年
第
三
期
、

一
九
八
七
年
九
月
）
、
王
増
新
氏

「関
子
H

孝
子
関
損
ρ

和
H

孝
孫
原
穀
ム
（
『文
物
参
考
資
料
』

一
九
五
八
年
第
十

期）

十
九
黄
明
蘭
氏
「
洛
陽
出
土
北
宋
回
象
石
崎
」
（『考
古
与
文
物
』

一
九
八
三
年
第
五
期
、

一
九
八
三
年
九
月
）
、
鄭
州
市
博
物
館
「
焚
陽
司
村
宋
代
壁
画
墓
発

掘
削
報
」
（『巾
原
文
物
』

．
九
八
，
．
年
第
附
則
、
．
九
八
日
年
九
月
）
。

二
十
臨
夏
回
族
自
治
州
博
物
館
「
甘
蹴
臨
反
令
代
瓶
雌
基
」
（
『
文
物
』

一
九
九
四
年
第
十
二
期）。

二
十

一

金
文
京
氏
「
『孝
行
録
』
の

「明
達
先
子」

に
つ
い
て

l
．
一十
四
孝
の
問
題
点
l
」（
『汲
古
』
一

五
、
一
九
八
九
年
六
月
）
、

弓
孝
行
録
』
と

「二
十

四
孝
」
再
論
」
（
『
芸
文
研
究
』
六
五
、

一
九
九
四
年
三
月）
、
唐
長
寿
氏

「鋸
敦
健
変
文
考
釈
画
像
、
王
武
子
和
劉
明
達
」
（
『敦
燈
研
究
』
二
二
、

一
九
九

O

年
一
期
）
に
指
摘
さ
れ
た
。

二
十
二

程
毅
中
氏
「
敦
縄
本

ν
孝
子
伝
H

与
賊
子
故
事
」
（『中
国
文
化
』
五
、
一
九
九

一
年
、
生
活
・
読
古

・
新
知
三
聯
替
店
）
。
「
閤
」
字
に
関
し
て
、
李
静

木
小
氏
の
「
栄
子
武
則
天
H

新
字
H

的
凡
点
以
侭
」
（
『
故
宮
博
物
院
』
一
九
九
七
年
四
期
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
刻
子
に
つ
い
て
、
坪
井
直
子
氏
の

「朕
子
探
源
」
（『愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』

て

二
0
0
0
年）。

「朕
子
序
説
」
（
同
誌
二
、
ニ
O
O
一
年
）
・

「二
十
四
孝
の
成
立
論
」

〈
『
京
都
語
文
』
七
、
二
O
O
一
年
五
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。



二十四孝の研究

二
十
三
前
掲
注
二
黒
田
彰
氏
『
孝
子
伝
の
研
究
』

二
章
3
節。

二
十
四
道
端
良
秀
氏
『
唐
代
仏
教
史
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、

一
九
五
七
年
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
十
五
前
掲
注
二
黒
田
氏
「
孝
子
伝
の
図
l
後
漢
、
北
説
を
中
心
と
す
る
｜
」。

二
十
六
高
橋
文
治
氏
「
原
穀

・
元
党
考
」
（
『東
洋
文
化
学
科
年
報
』
第
十
り
、

一
九
九
五
年
十

一
月
三

二
十
七
坪
井
直
子
氏
「
舜
子
変
文
と
『
二
十
四
孝
』

l
「二
卜
四
孝
」
の
誕
生
！
」
〈
『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
』

ニ
九、

ニ
O
O
一
年
三
月
三

二
十
八
拙
稿
「
二
十
四
孝
の
孝
i
老
必
子
孝
行
説
話
を
中
心
に
｜
」
（
日
本
中
国
学
会
第
五
十
三
回
大
会
口
頭
発
表
に
よ
る
）
は
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五

四
集
に
掲
載
す
る
予
定
。

二
十
九
拙
稿
「
丁
繭
考
｜
孝
子
伝
か
ら
二
十
四
孝
へ

l
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
十
七
号
、
二
O
O
一
年
七
月
）
。

三
十
宋
・
遼

・
金
以
降
、
二
十
四
孝
の
三
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
孝
子
以
外
の
孝
子
は
殆
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。

三
十

一

母
利
司
朗
氏
は
「
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
考
l
日
本
近
世
に
お
け
る
『
ニ
ト
四
孝
』
享
受
史
の
諸
問
題
！
」
（
『
東
海
近
世
』
四
、

一
九
九

一
年
九
月
）

に
、
徳
田
進
氏
の
説
（
『
孝
子
説
話
集
の
研
究
i
二
十
四
孝
を
中
心
に
l
h
井
上
書
房
、

一
九
六
三
年
〉
の
説
を
総
括
し
て
分
類
し
た
の
で
あ
る
。

三
十
二
李
献
奇
・
王
麗
玲
氏
「
河
南
洛
寧
北
宋
楽
重
進
画
像
石
結
」
（
『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
五
期
）
。

三
十
三

王
進
先

・
石
衛
国
氏
「
山
西
長
治
市
五
馬
村
宋
纂
」
（
『考
古
』

一
九
九
四
年
第
九
期
）
、
長
治
市
博
物
館
・
室
関
県
博
物
館
「
山
西
琵
関
村
宋
代
甑
雌

逃
」
（
『
文
物
』
－

九
九
七
年
第
二
期
）
、
山
西
省
考
古
研
究
所
、
山
西
省
間
刃
向
山
時
物
館

「山
西
省
側
苔
山
県
金
代
報
酬
肌
壁
面
装
」
〈
『
文
物
』
一

九
八
六
年
第
十

一日
期
）
及
び

『中
国
美
術
全
集
』
絵
画
編
（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
九
年
）
図
版

一
八
一
・

－
八
一
二
焦
作
市
文
物
工
作
隊
「
焦
作
屯
廠
金
基
発
掘
簡
報
」

（『中
原
文
物
』

一
九
九
O
年
第
四
朗
、
一
九
九

O
年
卜
二
月
）
、
鳥
居
龍
蔵
氏
『
遼
代
の
画
像
石
器
』
（
『
鳥
居
龍
蔵
全
集
』
五
、
朝
日
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
。

三
十
四
橋
本
草
子
氏
「
『
孝
行
録
』
と
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
所
収
説
話
の
比
較
」
（
『
人
文
論
叢
』
四
四
、

一
九
九
六
年
）
、
「
「
日
記
故
事
」
の
版
本
に
つ

い
て

l
二
十
四
孝
図
研
究
ノ
ー
ト
そ
の
三
l
」
（
『
人
文
論
叢
』
四
六
、

一
九
九
八
年
）
。

〈
り
ょ
う

お
ん

中
国
哲
学
）
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